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所在地  都留市小野３２１－１            

企業名  株式会社 中村商事             

代表者  中村 文昭      

 

当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

「ワイン県やまなし」 

山梨県はワイン生産量とワイナリー数が日本一であり、１５０年に及ぶワイン造りの歴史があります。 

その裏側でワイン製造後の搾汁残渣は大量に廃棄されていました。私達は当たり前に捨てられていたワ

イン搾汁後を大切な資源と考え有効利用し社会に戻す循環システムを構築して新たな山梨県の産業を創

出します。 

 

３側面 

（主な分

野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

登録年月日： 

✓環境 

✓社会 

✓経済 

ワイナリーから大量廃棄されてい

たワイン搾汁残渣の回収量を増加

する 

Co2 の排出をゼロに近

づける。現状の回収量

を５０ｔから５００ｔ

を目指す。 

 

（進捗率） 

 

✓環境 

✓社会 

✓経済 

ワイン搾汁残渣に含まれる良質で

豊富なポリフェノールを添加した

食品の開発 お酒を飲めない方で

もポリフェノールを摂取できる 

大手食品メーカーと共

同開発された商品を一

般消費者へ届く市場を

作る 

 

（進捗率） 

 

✓環境 

✓社会 

✓経済 

ワイン搾汁残渣からセルロースを

抽出して合成皮革やクラフト紙等

の一般消費財の製造 

動物の皮を剥ぎ作られ

る革製品や森林を伐採

して作る紙を減らす 

 

（進捗率） 

 

 

2030 年の目指す姿 

 

当たり前に廃棄されてきたワイン搾汁残渣のアップサイクルをすすめ山梨県の新たな産業創出を行う。 

ワインの製造から搾汁残差の有効利用を確立して「ワイン県やまなし」を世界へ発信する！ 

 

 

【記載留意点】 



・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 

 達成に向けた取組チェックリスト」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重 

点的な取組」を記載してください。 

・指標は、原則として数値目標を記載してください。 

・「環境」、「社会」、「経済」の 3 側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野 

にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 


